
別
表
（
第
四
十
七
条
関
係
）

種

類

構

造

材

質

手
錠

第
一
種

開
閉
可
能
な
腕
輪
二
個
を
鎖
で
連
結
す
る
。

鉄
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

強
度
を
有
す
る
材
質
の
も
の
と

す
る
。

附
属
す
る
ひ
も
は
、
直
径
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
三

メ
ー
ト
ル
な
い
し
四
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

附
属
す
る
ひ
も
は
、
化
学
繊

維
製
と
す
る
。

各
腕
輪
は
、
歯
止
め
で
止
ま
り
、
施
錠
で
き
る
も
の
と

す
る
。

形
状
は
、
図
一
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
種

開
閉
可
能
な
腕
輪
二
個
を
連
結
板
で
結
合
す
る
。

腕
輪
及
び
連
結
板
の
表
面
に

は
化
学
繊
維
製
の
織
物
を
、
腕

輪
の
内
側
に
は
フ
ェ
ル
ト
を
そ

れ
ぞ
れ
用
い
る
。

連
結
板
は
、
縦
お
お
む
ね
八
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
上
辺

十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
か
ら
百
六
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ま
で
、

下
辺
八
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
百
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ま

で
の
台
形
状
の
も
の
と
す
る
。

連
結
板
の
芯
地
に
は
、
鉄
又

は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
強
度
を

有
す
る
材
質
の
も
の
を
用
い

る
。

各
腕
輪
に
、
そ
れ
ぞ
れ
施
錠
装
置
一
個
を
設
け
る
。

腕
輪
の
施
錠
装
置
は
、
鉄
又

は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
強
度
を

有
す
る
材
質
の
も
の
と
す
る
。

形
状
は
、
図
二
の
と
お
り
と
す
る
。

図
一

手
錠
（
第
一
種
）

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
。
附
則
第
三
条
第
二
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」

と
い
う
。）か
ら
施
行
す
る
。

（
少
年
院
処
遇
規
則
等
の
廃
止
）

第
二
条

次
に
掲
げ
る
省
令
は
、
廃
止
す
る
。

一

少
年
院
処
遇
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
法
務
府
令
第
六
十
号
）

二

手
錠
の
製
式
（
平
成
十
五
年
法
務
省
令
第
六
十
四
号
）

（
処
遇
の
段
階
の
指
定
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
少
年
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
在
院
者
の
う
ち
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の

少
年
院
処
遇
規
則
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
分
け
ら
れ
た
在
院
者
の
処
遇
に
係
る
段
階
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
旧
段
階
」
と
い
う
。）に
編
入
さ
れ
て
い
る
者
の
処
遇
の
段
階
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
旧
段
階

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
処
遇
の
段
階
と
す
る
。

一

一
級
の
上

一
級

二

一
級
の
下
又
は
二
級
の
上

二
級

三

二
級
の
下
又
は
三
級

三
級

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
少
年
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
在
院
者
の
う
ち
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
旧
段
階
に
編
入

さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
に
、
そ
の
者
の
改
善
更
生
の
状
況
に
照
ら
し
適
当
な
処
遇
の
段
階
を
定

め
る
も
の
と
す
る
。

（
入
院
時
の
告
知
に
関
す
る
特
例
）

第
四
条

第
十
三
条
の
規
定
は
、
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
二
十
条
（
法
第
百
三

十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
告
知
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
証
明
書
の
発
行
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

第
十
八
条
の
規
定
は
、
法
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
さ
れ
る
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
の
教
育
課
程
の
全
部
又
は
一
部
を
修
了
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た

と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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